
dkセレクトブランド （９０秒くらい） ガラスの跡 

 

 

T: 一人ぐらしは、２５倍モテる。 

 

〇キャバクラ 

   美人のヒトミ（２２）を口説こうとしている、ダメな感じのおっさん、竹村（４８）。 

竹村 「ひとりぐらし！」 

ヒトミ「そうなの。一人だとたまにすごいさみしい」 

竹村 「でも、ヒトミちゃん彼氏いるだろ」 

ヒトミ「遠距離だし、ずっと会ってない。同年代の男はつまんないし、やっぱり竹村さんみ 

たいな大人の男の人がいい」 

竹村、勢いで彼女の手を握る。 

ヒトミ「……（恥ずかしそうにうつむく）」 

 

〇深夜タクシーの中 

竹村 「……（手を握る）」 

ヒトミ「……（恥ずかしそうにうつむく）」 

竹村 「……（ごくり）」 

 

〇マンションの前（夜中） 

   二人ともタクシーからおりる。 

竹村 「（腰を抱き寄せる）」 

ヒトミ「えっ。なに？ そんなつもりじゃない！」 

竹村 「へ、部屋に誰もいないんだろ？」 

ヒトミ「いないけど！」 

竹村 「あ。（急に演技くさく）おなか痛い。トイレ貸して！」 

ヒトミ「うそ言わないで！」 

竹村 「あ、DVD見ようよ！ 借りて来た！」 

ヒトミ「今？！」 

竹村 「猫に餌あげに来ただけだから」 

ヒトミ「飼ってないし！」 

竹村 「いいから！（強引にキスを迫る）」 

ヒトミ、体をかわしてオートロック解除して入り、すかさず閉める。 

閉じたガラス戸にぶつかり、潰れたヒキガエルのようになる竹村。 

   ヒトミ、小走りで去ってゆく。 



竹村 「おい！ おい！」 

ガラスをバンバン叩いたり、こじ開けようとするが、監視カメラに撮られていること 

に気づき諦める。 

 

〇後日、竹村家のリビング 

   リクルートスーツ姿の娘が、不動産屋のチラシを広げ、スマホで調べている。 

   竹村、父親の顔で。 

竹村 「お父さんな、マンションにはちょっと詳しいぞ」 

娘  「……？」 

 

T:  一人ぐらしは、２５倍モテる。 

 

T: しかし２４／２５は、クズだ。 

 

 

   ガラス戸についたままの、竹村の醜い顔脂の跡。 

   清掃の人に拭かれて消えていく。 

T: セキュリティなら dkセレクト。 

 

（or ちゃんとしたマンションに住もう。dkセレクト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



dkセレクトブランド （９０秒くらい） 父の手紙 

 

 

〇レストラン、家、喫茶店の三か所 

 

   三組の父娘を追うドキュメント風味。 

   父が、一人暮らしをはじめようとしている娘に「手紙」を読むシチュエーション。 

   ピアノの繊細な音楽。 

   三か所で同時に同じ手紙を読み、いい所を使って編集する。 

   （一組のリアクションがすごくよければ、その一組勝負でも構わない） 

 

T: 一人暮らしをはじめる娘へ 

 

父１ 「孝子へ」 

父２ 「あかりへ」 

父３ 「朋美へ（名前は仮です）」 

娘１２３「……（緊張している）」 

   父、手書きの手紙を娘に読む。 

父（以下順不同）「……君が生まれたとき、俺の男としての人生は終わった。 

 君をこれから育てる、父としての人生がはじまった、と思った。 

  何でも我慢したよ。酒もたばこも、お母さんとの喧嘩も。 

  全部君のためだ。 

  君のために広い家にした。明るい窓の、明るい家にした。 

  これから君がこの家にいないと、広くなりすぎる。 

  でも、お父さんはうれしい」 

娘  「……」 

父  「ところで、戸締りはちゃんとするんだぞ。 

  今まで鍵をかけ忘れても、お父さんに怒られてそれで終わりだった。 

  これからはそうはいかない。 

  ……大体、戸締りがゆるい女は、股もゆるいんだよな。 

  ほんとだぞ。俺は、そんな女を狙うことばかり考えてたんだよ」 

娘  「……？」 

父  「優しさにつけこむと、意外と簡単に扉が開くんだ。 

  そう、『あ、おなか痛い！ トイレ貸して！』とか、 

  『猫に餌あげに来たんだ』とか、『ネカフェに泊まろうと思ったけど満席で』とか。 

  俺はこの手で部屋に上がり込んで、５人やった」 



娘  「……」 

父  「女なんてチョロイもんさ。楽勝。言い訳があれば扉も股も開く。簡単に一発ゲット。 

  女は、それをモテてると勘違いしてる。それは、勘違いだ」 

娘  「……」 

父  「『君をさびしくさせない』、これは嘘だ。ほんとうは、俺の股間が寂しいだけなのさ。 

  俺にとって、自由に開く扉は、自由に開く股間だ」 

娘  「……」 

父  「だから、戸締りはちゃんとしなさい。それが出来るマンションを父さんは選んだつ 

もりだし、父さんは君をそういう娘に育てたと、君を誇りに思っている」 

娘  「……」 

父  「一生一緒にいたい男は、部屋にあげていい。 

お父さんに紹介するのは、最後でかまわない。 

お父さんは、君のいない広い部屋で、それをずっと待っている。 

 

一人暮らし、おめでとう。 

その孤独が、君を素敵な大人に変えてゆくだろう」 

 

   父、微笑んで、娘に手紙を渡す。 

 

 

T: 一人暮らしは、２５倍モテる。 

 

T: 心にも戸締りを。セキュリティなら、dkセレクト。 

 

 

 


